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富田林市埋蔵文化財調査報告 38『平成 18年度富田林市内遺跡群発掘調査報告書』 正誤表

頁等 訂正箇所 誤 正

P3 表 2中 畑ケ田東 畑ケ田南

P9 32行 日 「布袋り平 0」 「布袋り平 0」

P9 33行 日 「布袋ル平 0」 「布袋ル平 0」

P12 18行日 「布袋レ玉縁 0」 「布袋レ玉縁 0」

P12 21行日 「布袋ツ玉縁 1」 「布袋ツ玉縁 と」

P12 22行日 「布袋ツ玉縁 2」 「布袋ツ玉縁 2」

P13 11行日 「布袋ホ玉縁 0」 「布袋ホ玉縁 0」

P13 ■ 行日 「布袋 卜玉縁 0」 「布袋 卜玉縁 0」

P13 22行 日 「布袋夕玉縁 3」 「布袋夕玉縁 3」

P13 36行 日 「布袋ソ平 0」 「布袋ソ平 0」

P14 4行目 「布袋ソ平 0」 「布袋ソ平 0」

P14 9行目 「布袋夕平 0」 「布袋夕平 0」

P14 13行日 「布袋レ平 0」 「布袋レ平 0」

P14 16行 日 「布袋レ平 0」 「布袋レ平 0」

P14 27行目 「布袋り平 0」 「布袋り平 0」

P15 2行日 「布袋 卜平 0」 「布袋 卜平 0」

P27 6行 目 同時期に その後



iti

富田林市は、市域の中心を石川が流れ、緑豊かな丘陵と美しい田園風景が調和した自

然環境に恵まれたまちです。そのなかでも、中央部の石川とその支流によって形成され

た平野部は、遺跡も多く存在することから古くから人々の営みが行なわれていたことが

わかっています。

しかし、このような事実の蓄積は多くの開発のなかから生まれてきたものであり、発

掘調査による新たな発見と引き換えに遺跡の破壊がなされてきたことを看過することは

できません。

本書は、平成17年度から18年度に行われた発掘調査のうち、新堂廃寺跡の調査を中心

としたものです。調査の結果、講堂や北面回廊など、寺院の規模や構造を知る手がかり

となる発見がありました。

新堂廃寺跡は戦後住宅難の時代に行われた府営住宅の建設地の中にありますが、先達

の尽力もあリー定の保存がされてきました。平成14年には、新堂廃寺跡のほかオガンジ

池瓦窯跡、お亀石古墳を含めた一帯が国の史跡に指定されました。市では、この遺跡群

を次の世代に引き継ぐための保存整備と活用の方策を、今後数か年をかけて検討してい

くこととしており、本書に掲載した調査はその計画づくりの基礎となるものです。

最後になりましたが、調査および本書の刊行にご協力いただきました新堂廃寺等整備

委員会の諸先生方をはじめ地元住民の皆様や関係各位に厚くお礼を申し上げます。

平成19年 3月

富田林市教育委員会

教育長 堂 山 博 也

めじとよ



lJll   言

1.本書は平成16(2005)年 度ならびに平成17(2006)年 度において、富田林市教育委員会が国庫

補助事業として実施した調査の報告書である。ただし、整理作業の都合から、平成17年 12月 ま

での調査成果を中心に報告する。

2.調査は、富田林市教育委員会文化財課が実施した。現地調査は、文化財課課長補佐 中辻亘お
よび同課文化財振興係長 青木昭和が担当した。整理作業は、中辻、青木および文化財課職員
栗田薫が行なった。

3.本書の作成は、平成17年度調査における遺物の項目を粟田薫、その他の項目および全体の編集
を青木昭和が担当した。

4.発掘調査および内業整理については以下の参加を得た。 (敬称略)

松本友美、水久保祥子、前野美智子、瀬戸直子、年未亮平、大川健、中野恭平、南修子、飯田

夢人

5。 本書で使用する方位は座標北を表示し、標高は東京湾標準潮位 (T,P.)で表示した。なお、座

標値は、測量法改正前に行なわれた調査成果との整合を図るため、日本測地系を用いている。

6.本文中に用いた瓦の名称や用語、属性分類については、F新堂廃寺跡、オガンジ池瓦窯 。お亀

石古墳』 (富田林市教育委員会2003年 )、 『大阪府富田林市所在 新堂廃寺・オガンジ池瓦窯出
土瓦の研究』 (京都大学総合博物館2005年 )に基く。また、現地調査における土色や出土遺物

の色調については、F新版標準土色帖』 (小山正忠、竹原秀雄編)を使用した。

7.出土遺物および調査にあたり作成した図面、写真等は、富田林市教育委員会文化財課で保管し

ている。多くの方々の活用を望むものである。

8.調査にあたり、下記の方々から指導、助言ならびに協力を得た。記して感謝いたします。 (順

不同、敬称略)

上原真人、大脇潔、北口照美、中村浩、山岸常人、中島義晴 (以上、新堂廃寺等整備委員会)、

山中一郎、吉原忠雄、古市晃、森屋直樹、土屋みずほ、河内一浩、西光慎治、近藤康司、菅原

章太、藤野好博、大阪府教育委員会文化財保護課、大阪府住宅整備課、緑ケ丘町自治会
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I 調査状況
文化財保護法第93条、第94条にもとづく発掘調査の届出、通知は、表 1の通りであつた。届出件

数は平成12年度から減少傾向にあったが、17年度は前年度より39件増加している。

このうち、発掘調査を実施したものの概要は表 2の通りである。(1)

またこの他に、史跡新堂廃寺跡等整備計画策定を目的とする史跡地内の確認調査を実施した。

表 1 発掘届受理件数一覧 (上段 :平成17年度、下段 :平成18年 4月 ～12月 )

93条 94条
合計

発掘調査 工事立会 慎重工事 合計 発掘調査 工事立会 慎重工事 合計

道路 l 1 ユ 1 2

学校 2

宅地造成 5 5

個人住宅

分譲住宅 2

共同住宅 1 l 2 1 l

その他建物 6 7 17

ガ ス

電気 ユ 1 1

水道 3

下水道 8 1

農業関係 l ユ 1

その他開発 7 7 7

合 計 2 9 7

93条 94条
合計

発掘調査 工事立会 慎重工事 合計 発掘調査 工事立会 慎重工事 合計

道路 2

学校 1 l 1

宅地造成 1 3 3

個人住宅 l

分譲住宅

共同住宅 1 4 4

その他住宅 1 l l

,言舎甫 l 3 3

その他建物 ユ 6 6

ガ ス 7

電気 6 6 6

水道 8

下水道 7 1 8

電話通信 5 5 5

その他開発 6 6

合計
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調査日 所在地 勘 名 調査面積 調査結果 担当

4月 11日 浄松町西三丁目 中野 126 地表下 8「D∝で遣構面検出。工事内容から遺跡に影響なし 青木

4月 27日 川面町一丁目 勝 41Xl 触臆 遺物なし 中辻

4月 〃日 寿町二丁目 毛人谷 2■ 10 遺構、遺物なし 中辻

4月 14日―「Dtt 19日 岩松町一丁目 畑ケ田 偲馴Э0 弥生～平安期の遺物、遺構を検出 青木

6月 7日 中野町 中野引ヒ αω 遺構、遵物なし 青木

6月 16日 富田林町 富田林寺内町 刻 90 地表下50tmで遺構面検出。工事内容から遺跡に影響なし 青木

9月 詢日 甲田五丁目 剤稼 16CXl 差債層から微量の上師器細片出土。遺構なし 中辻

12月 1日 錦織中二丁目 錦織南 4∞ 堆積層から微量の上師器片出土。遺構なし 青木

12月 6日 着松HJ幽 中野 259 遺構、遺物なし 青木

1月 16日 -3月 31日 緑ケ丘町 新倒兜寺跡 13団Э0 (本書掲翻 中辻

1月 16日→〃日 中野町三丁目 中野北 13翻Э 地表下20-4tlcmで ピット、溝を検出 青木

2月 あ日‐3月 24日 右松町一丁目 畑ケ田東 翻 Э 地表下llXlmで ピット、溝等を検出 藤田

3月 14日 若松町三丁目 中野 480 遺構、遺物なし 青木

表 2 発掘調査一覧 (上段 :平成17年度、下段 :平成18年 4月 ～12月 )

調査日 所在地 勘 名 調査面積 調査結果 担当

4月Ю日～9月 5日 緑ケ丘町 新倒宛寺跡 lttαη 奈良～中世の遺物、遺構を検出 藤田

4月 14日 喜志町四丁目 喜志 144 遺構、遺物なし 中辻

4月 17日 中野町三丁目 中期 ヒ 240 地表下3Clcmで遺構を検出。工事内容から遺跡に影響なし 中辻

5月 29日 岩松町西二丁目 中野 猛20 遺儒、遺物なし 青木

5月 酌 日 大字須賀 錦聖 2240 遺構、遺物なし 青木

6月 14日 喜志町五丁目 熱 ll132 遺構、遺物なし 誹

7月 Ю日 甲田三丁目 甲田南 30∞ 地表下85c�で遺構、遺物を検出。工事内容から遺跡に影響なし 青木

8月 17日 錦織北二丁目 寺池 「D40 遺構、過物なし 青木

8月 7日 錦織北三丁目 寺池 ,錦聖 5粥5 遺構、遺物なし 青木

9月 8日 桜井町二丁目 栗ケ池 &∞ 遺構、遺物なし 中辻

9月 11日～12月 26日 緑ケ丘町 新劃莞寺跡 11100 (本書掲朝 青木

Ю月17日 若松Hl四二丁目 中野 l凹 遺構、遺物なし 中辻

ll月 6日 寺池台一丁目 寺ケ池 馴 0 遺構、遺物なし 中辻

ll月 8日 錦織中一丁目 ¢i弱鯖虎 1248 遺構、遺物なし 中辻

12月 7日 寿町二丁目 毛人谷 llllXl 遺構、追物なし 中辻

(面積単位 :ゴ )

一方、開発事業に伴う試掘調査は表 3の通りであった。

そのうち埋蔵文化財の包蔵を確認した3件については、開発者から文化財保護法にもとづく発見

の届出がなされている。
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訓 査 日 所 在地 開発 面 積 工事 内容 調 査 結 果 担 当

5月 2日 若 松 町 ― 丁 目 40951 倉庫 建 設 遺構 、遺物 な し 中 辻

5月 13日 大 字 新 堂 他 11394123 施 設 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

6月 27日 甲 円 六 丁 目 121857 宅地 造 成 遺 柑 、 遺 物 な し 青 木

6月 29日 喜志 町二丁 目 20769 共 同住 宅 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

7月 22日 若松 町西―
「
目 44243 共 同住 宅 建 設 造 構 、 遣 物 な し 青 木

8月 9日 西 板 持 町 二 丁 目 78027 施 設 建 設 遺構 、遣物 な し 青 木

8月 19日 山 中 田 町 二 丁 目 43750 道脂 造 成 少そ の上 師器微細 片認 め るが遺構 な し 青 木

9月 30日 中 野 町 西 一 丁 目 1,55682 店舗 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

10月 7日 本十1B 47514 宅 地 造 成

現 況面 か らЪ ～60c�で地 山。地 山面 で 7・L、 陶磁器 片 を伴 う遺

構 検 出 (本町遺跡 で新規登 録 )
「巨辻

10月 21日 梅 の 里 1,26242 保 育 園 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 汚 木

12月 1日 川面 町 二 丁 目 77722 店舗 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

12月 7日―■5日 大字 伏 山 6011520 宅 地 造 成 遺 柑 、 遺 物 な し 青 木

1月 17日 五軒 家 ― 丁 目 3,98366 宅 地 造 成 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

二月 20日 大字 喜 志 298942 校 舎 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

1月 20日 加 太 二 丁 目 49674 共同住 宅 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

1月 23日 中 野 町 西 二 丁 目 1,17828 店舗建設 遣構 、辻物 な し 青 木

1月 23日 大字 東 板 持 店 舗 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

2月 21日 楠 風 台 三 丁 目 25942 事務所建 設 遺構 、遺物 な し 青 木

2月 27日 若松 町 一 丁 目 2.05075 公営 住 宅 建 設 現 況面か ら約 lmで遣構検 出 (畑 ケ田南遺跡 の範 囲拡大 ) 藤 田

2月 28日 廿 山 二 丁 目 608952 宅 地 造 成 遺桔 、 遺 物 な し 青 木

2月 28日 錦 織 北 二 丁 目 33400 個 人住宅建 設 少畳 の 上 師 器 細 片 を検 出 したが 遺 構 な し 青 木

3月 2日 西板 持 町 九 丁 目 28338 共 同住 宅 建 設 遺構 、 遺 物 な し 青 木

3月 8日 西板 持 RT二 丁 目 49895 宅 地 造 成

現 況面か ら約 130cれで土 師質羽 釜片等 遺物 検 出 (西板 持北遺

跡 で新 規登録 )
青 木

表 3 試掘調査一覧 (上段 :平成17年度、下段 :平成18年 4月 ～12月 )

調 査 日 所 在 地 開発 面 積 工事 内容 調 査 結 果 担 当

4月 3日 若松 町 東 一 丁 目 66116 倉 庫 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

5月 29日 西 条 町 一 羽 133486 給 油 所 建 設 逮惟 、遺物 な し 青 木

6月 1日 大 字 佐 備 73742 集 会 所 建 設 遺 樽 、 遺 物 な し 青 木

6月 7日 南 大 伴 町 一 丁 目 225310 宅 地 造 成 逮構 、 遺 物 な し 中 辻

6月 23日 寿町二丁 目 1,47300 共 同住 宅 建 設 遺稽 、 遣 物 な し 中 辻

7月 3日 若松 町 三
~J目

74372 宅 地 造 成 遺権 、 遣 物 な し 青 木

7月 12日 若松 町東 二丁 目 49759 倉庫建 設 遺 構 、 遺 物 な し 舌 木

7月 25日 若松 町 東 ヨ
~日

77486 工 助 建 設 遺構 、遺物 な し 青 木

8月 9日 大 字菊 仮持 49900 産 廃 保 管 施 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

9月 13日 中野 田DF_二丁 目 44977 事 務 所 増 築 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

10月 26日 桜 井 ‖L丁 目 ユ26099 福 祉 施 設 建 設 微 畳 の 遺 物 混 入 を認 め るが 遺 構 検 出な し 11ヨ 辻

11月 24日 中野 畷 二 丁 日 198398 工 場 建 設 遺構 、 遺 物 な し 中 辻

11月 29日 中野 円陳 二 丁 目 1,99985 事務所 建設 遣穂 、 遺 物 な し 中 辻

12月 5日 廿 山二 丁 目 238672 宅 地 造 成 遺 構 、 遺 物 な し 中 辻

12月 14日 FP田一丁目 1,26096 共 同住 宅 建 設 遺構 、遺物 な し 青 木

12月 25日 そI'lI口丁 72149 倉 庫 建 設 遺構 、 遺 物 な し 中 辻

12月 努 日 若松 町 東 司
~日

142200 工 場 建 設 遺 構 、 遺 物 な し 青 木

(面積 単 位 :l■a)
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Ⅱ 新堂廃寺跡の調査
1.位置と環境
金剛、和泉山系から南北に延びる尾根の麓は、一方では起伏に富みながら急峻な風景を示し、も

う一方はなだらかに広がる丘陵地を形づくる。その間を石川が北へと貫流している。富田林市はこ

のような自然地形の上に立地し、その中心は石川により形成された河岸段丘上にある。そして、多

くの集落遺跡もまたこの地域に集中している。

富田林市で比較的早い時期に生活の痕跡を見出すことができるのは、中野遺跡から出土した国府

型ナイフであり (2)、 また錦織遺跡で出上した北白川下層式と考えられる縄紋土器 (3)であるが、

これらの時代の明らかな営みを確認できる遺構はまだ見つかっていない。

弥生時代になると一変して明瞭な多くの遺構が確認されている。中期には喜志遺跡や中野遺跡、

甲田南遺跡などの大きな集落が営まれ、特に前二者についてはサヌカイト製の石器製作に関わって

いたと考えられている。(4)しかし、後期以降にはこれらの遺跡は衰退し、彼方遺跡、尾平遺跡等

石川東岸の丘陵上に小規模な集落 (高地性集落)が展開することとなる。

古墳時代前期では、三角縁神獣鏡を伴うとして著名な真名井古墳 (5)を はじめ、鍋塚古墳、廿山

古墳などが羽曳野丘陵東縁に、山中田1号墳、 2号墳、板持丸山古墳などが石川東岸の丘陵縁に点

在する。中期には川西古墳など数基が知られるだけであるであるが、後期に入ると、西野々古墳群、

田中古墳群、森山古墳群などの群集墳が見られるようになる。この時期の集落遺跡としては中野遺

跡や錦織遺跡、別井遺跡などがあり、韓式系土器も出土している。また、後期古墳である廿山南古

墳からは、遠く南アジア以西から伝播されたと考えられる銀層ガラス連珠の出土 (6)も あり、この

時代には、大陸との深いつながりも想像できる。

このような時代背景のなかで新堂廃寺は創建される。寺院が立地するすぐ西狽1には羽曳野丘陵の

東縁が追り、その丘陵上には終末期古墳として知られるお亀石古墳が、また丘陵に入り込む谷の斜

面を利用してオガンジ池瓦窯が営まれている。これまでの調査で、オガンジ池瓦窯で焼成された瓦

は、新堂廃寺の琵を飾るとともにお亀石古墳の石棺を護るという、瓦という共通の遺物をもって深

くつながっていることが分かつている。(7)ま た、新堂廃寺の伽藍の北側や西側では、大型の掘立

柱建物群が確認されており、寺院に関係の深い集落であると考えられる。

わが国に仏教が伝来して間もなく、南河内の地にこういった特異な形での寺院造営が行われたこ

とは、大陸、特に朝鮮半島との間にあったであろう深い結びつきを抜きにしては考え難いと言える

だろう。その他市域では、細井廃寺、龍泉寺などの古代に遡る寺院跡や桜井遺跡、畑ケ田遺跡、畑

ケ田南遺跡、谷川遺跡などの集落遺跡が知られている。そのうち桜井遺跡は「桜井屯倉Jの可能性

も指摘されている。

中世以降では、前述の中野遺跡で12世紀から13世紀、錦聖遺跡では14世紀代の遺物が出土するな

ど、集落の展開は確実視されるものの、その動向は未だ明確ではない。16世紀には、現在重要伝統

的建造物群にも選定されている富田林寺内町の成立を見る。ここには古くは飛鳥期から小規模な集

落が存在したと考えられるが、近世には街としての発展を遂げ、地域の中心として繁栄した。

しかし、市域における考古学的調査はこれまで比較的小規模なものが多かったこともあり、市域

における考古学的な見地はまだまとまりを得ておらず、今後の成果を待ちたい。
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9真名井古墳 10宮前山古墳 1号墳 11宮前山古墳 2号墳 12宮前山古墳 3号墳 15中野北遺跡 16中 野遺跡

17新堂廃寺跡 18オ ガンジ池瓦窯跡 19お 亀石古墳 20中野古墳推定地 21新堂遣跡 22新堂古墳群 23新堂南追跡

24六反池古墳 25毛人谷城跡 26毛人谷遺跡 27堀 ノ内遺跡 28畑 ケ田遺跡 29富田林寺内町造跡 30旧杉山家住宅

31仲村家住宅 32石造地蔵菩薩立像 43甲田遺跡 154喜志城跡 159畑 ケ田南遺跡 161中野西遺跡 162明楽遺跡

163寺内町北遣跡 164谷川遺跡 165畑 ケ田東遺跡 171新堂北遺跡 173御堂遺跡 175本町遺跡 176西板持北遺跡

図 1 調査地周辺図
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2.調査に至る経過
富田林市緑ケ丘町は古くから古瓦が出土することで知られていたが、1986(昭和11)年石田茂作

氏の『飛鳥時代寺院址の研究』により紹介され、南河内地域で最古の古代寺院として存在が認めら

れるようになった。

その後、府営住宅の建設計画がもちあがり、1959(昭和34)年には大阪大学によって試掘調査が、

翌年には大阪府教育委員会によって発掘調査が行なわれた。

その結果、南北に並ぶ 3棟の建物と、その西側に 1棟の建物が確認され、この部分を広場として

保存した上で住宅建設が行なわれた。(8)

平成に入り府営住宅の建て替えが行なわれることとなったことから、1993(平成 5)年以降大阪
府教育委員会による発掘調査が行われ、寺域の確定や保存区域の見直しが計られた。また、富田林

市教育委員会では一帝を国史跡の指定を受けるため、大阪府教育委員会の調査と並行する形で1998

(平成10)年から4か年をかけて範囲確認調査を実施した。各調査成果は脚注に示したそれぞれの

報告書や論文を参考にされたい。(9)

これらの成果をもって、2002(平成14)年 12月 19日 にはお亀石古墳、オガンジ池瓦窯跡を含め国

史跡に指定されたが、引き続き史跡の保存と活用を図ることを目標に、平成17年度には、史跡整備

計画の策定を行なう新堂廃寺等整備委員会を設立し、その基礎資料を得るための調査を実施するこ

ととした。

委員会の指導のもと、平成17年度は18年 1月 16日 から3月 31日 まで、平成18年度は9月 11日 から

12月 26日 まで調査を実施した。なお、この調査は各年度の成果を整理しつつ、今後も数年間をかけ

て継続して実施する予定である。

3.調査成果
SH2005

調査地 :緑ケ丘町1604-1

調査面積 :130爾

調査担当者 :中辻 亘

(1)調査の方法

平成11年度の市教育委員会による範囲確認調査で検出した東方建物の規模等を確認するため、建

物の南辺相当部分で、伽藍中軸に対して直交する南北幅約 7m、 東西長約18mの トレンチを設定し、

トレンチ中央の南北方向に土層確認用アゼを残し調査を行った。 (第 1調査区)

調査区の西半部 (西地区)では、地表面から約5cmで遺構面を検出した。一方、東半部 (東地区)
では地表下約30cmで旧水田面を検出し、水田造成に伴う数層からなる堆積層を除去した後、地山を

確認して遺構検出を行った。

なお、西地区で検出した石敷溝および瓦敷溝の延長を確認するために、調査区の南側に220cm×

100cmの小 トレンチを設定し、その南延を確認した。 (第 2調査区)

なお、調査後は真砂土で遺構の保護を図つた上で埋め戻した。
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(2)遺構

○溝 1

西地区表土直下で黄灰褐色粘質上の堆積層を検出し、精査した結果、調査区北端から約4.6m地

点で明瞭な堆積層の区別が確認できた。この区別は調査区の東西方向にほぼ並行し、さらに調査区

東端から5,8m地点で北にほぼ直角方向に4.5m延びている。このラインの北東部 (内側)は責灰色

粘質上のよく締まった堆積上であり、その外側部分はよく締まった暗褐色粘質上の堆積上である。

また、このラインから外狽1に幅約50cmで西辺から南辺にかけて濁黄灰色砂混粘質上の溝状の遺構が

確認されたが、これは後述する石組溝や瓦敷溝付近で途切れる。以上のことから、溝で隔たれたこ

の部分は基壇の痕跡であり、その上部には何らかの構造物が存在したと考えられることから、この

ラインを雨落溝跡と考えた。(図 2の L字型に曲がる破線部分)

一方で東地区では、旧地形が西側に比べて一段低くなっており、盛土も30cmと厚く、旧耕上、旧

床土、水田造成に伴う整地層が残存していた。調査区南壁での西恨I表土と東根1地山面では約40cmの

比高差がある。

旧水田床上下および下層面では、南北方向に鋤溝と考えられる溝が数条検出されたことや、西狽I

調査区との比高差を考慮すると、建物の痕跡は削平を受けて遺存していないと判断される。

○溝 2、 溝 3

西側調査区南端中央部分で南北に並ぶ15～ 30cmの河原石が二列並行した溝 2(石組溝)を検出し

た。石列の間隔は約30cmあ り、灰褐色砂質土が確認できた。また、この石組溝よりやや東よりの位

置で南北方向に4枚の平瓦を隙間なく並べた状態の溝 3(瓦敷溝)を検出した。

溝 2は建物 1の南辺溝に接して南に延びており、調査区を南に拡張した結果、長さ3.6m分 を確認

した。さらに、検出面から約15cm下げた位置で、北側では 1石、南側では2石をほぼ水平に並べて

いることを確認した。また、溝 3は調査区拡張部においてもさらに3枚分の延伸を確認したため、

合計で 7枚分平瓦を検出したことになる。拡張部で検出した平瓦は、端を5～ 7 cm重ねて並べられ

ており、北から南に向かって緩やかな傾斜をもっている。平瓦は横約32cm、 縦約40cmの大きさであ

り、現地での観察では山田寺式に比定される。(lo)

この溝 2と 溝 3には高低差があり、一部断ち割りを行ったところ瓦敷の下に玉石の存在が確認さ

れていることから、石列と瓦敦の間には新旧の時間差があると考えられる。

(3)遺物

今回の調査で出土した遺物には、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、垂木先瓦などの瓦類のほか、須

恵器、土師器、瓦器、陶器、磁器などの容器類、鉄釘、埠仏の範型、焼土塊、疑灰岩、砂岩、花筒

岩、サヌカイトなどの石類がある。それらの総数は遺物整理箱 (内寸46.5cm× 30cm× 13.6cm)で約

145箱分ある。

それらのうち約97%に あたる141箱分が瓦類で、 3箱分が土器類、そのほかの遺物は合わせても

1箱に満たない。なお、瓦類については新堂廃寺の遺構を構成するものは、史跡整備のための調査

とい)隆格上、一例 (第 9図 :40)を 除いて現地に置いている。遺物は、主に新堂廃寺廃絶後に掘

削された溝、土壊、ピットなど、廃絶後の層からの出上である。

以下、瓦類、容器類、婢仏の籠型、鉄釘の順に記述していく。
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○瓦類 (図 3～図10)

瓦類は軒丸瓦、軒平瓦、九瓦、平瓦、垂木先瓦が出土している。平瓦の出土量が圧倒的に多く、

次に丸瓦が多い。飛鳥期から天平期までのすべての時期の瓦類が出土しているが、天平期に属す瓦

類の出土量が多い。本概要では軒丸瓦、軒平瓦、垂木先瓦の報告を中心におこなう。

なお、九瓦、平瓦については出土量が多く、現在、継続して調査中であり、そのすべてを示すこ

とができない。そこで本書では、丸瓦、平瓦については、すでに新堂廃寺の瓦類のほぼ全貌を公表

した F新堂廃寺跡・オガンジ池瓦窯跡 。お亀石古墳』 (以下 F報告書』と記述する)と 、その成果

に基づく F大阪府富田林市所在 新堂廃寺 。オガンジ池瓦窯出土瓦の研究』 (以下 F研究』と記述
する)において確認できていなかった瓦のデータを中心に記述する。

〈1〉 軒丸瓦 (図 3:1～ 13)

飛鳥期に所属する軒丸瓦B群が 1点 (1)、 軒丸瓦D群 2点 (2～ 3)、 軒丸瓦E群が 1点 (4)、 白

鳳期の「山田寺式」期に所属する軒丸瓦G群が 1点 (5)、 軒丸瓦H群が 1点 (6)、 軒丸瓦F群～H
群のどれか不明の外縁部分が 2点 (7・ 8)、 「ナ|1原寺式」期に所属する軒丸瓦 J群が 2点 (9・ 10)、

天平期に所属する軒九瓦L群が 3点 (11～ 13)出上している。天平期の軒丸瓦L群を除いて、ほかは

瓦当部だけしか残っていない。

瓦当部と丸瓦部との接合にあたつての加工痕跡が分かるものは、「山田寺式」期の軒丸瓦(8)と

「川原寺式」期の軒丸瓦 J群 (9)、 天平期の軒丸瓦L群 (12)と (13)だ けである。すべて丸瓦部広端

面にh手法 (歯車状加工)が施されていたことが分かる。

なお、天平期の軒丸瓦L群 (13)は、瓦当部の残りが比較的よく籠傷のない 0段階の瓦籠を使用し

ての製造であることが分かる。(13)は 唯一九瓦部の分かる資料であるが、凸面にかすかに [」 lb]

らしき縄目叩きが観察できるが、凹面の布日は摩減のため観察できない。

(4・ 5・ 6)は東地区東半部南北溝、(2)は東地区第 7層、(13)は東地区第 6層、(1・ 10)は

東地区第 5層、(11)は東地区第 4層、(8)イよ中央アゼ第 1層 、(9)イよ西地区第 2層、(7・ 12)は西

地区の攪乱層、(3)は西地区の側溝からの出土である。

(2〉 軒平瓦 (図 4:14～ 23)

白鳳期の「山田寺式」期に所属する軒平瓦AA2-平 瓦ⅡO Za〈 �〉群が 1点 (14)、 軒平瓦AA
2が 1点 (15)、 軒平瓦AA3-平 瓦ⅡO Za〈 i〉 群が 1点 (16)、 軒平瓦AA4-平 瓦ⅡO Za〈 i〉
群が 1点 (17)、 「サ|1原寺式」期の軒平瓦AA5-平 瓦ⅡO Za[Bp]群 が 1点 (18)、 軒平瓦AA5-
平瓦Ⅱ O Za〈 �〉群が 1点 (19)、 天平期に所属する軒平瓦 P―平瓦Ⅲ2Za「J2苅」群が 1点 (20)、

軒平瓦P―平瓦Ⅲ2Za群が 3点 (21～ 23)出上している。

「山田寺式」期の軒平瓦AA2-平 瓦ⅡO Za〈 �〉群 (14)、 軒平瓦AA3-平 瓦ⅡO Za〈 i〉
群(16) 、軒平瓦A貪 4-平瓦Ⅱ O Za〈 i〉 群 (17)は 、布袋に「布袋り平 0」 を使う。
「川原寺式」期の軒平瓦AA5-平 瓦Ⅱ O Za〈 iii〉 群 (19)は、布袋に「布袋ル平 0」 を使う。
天平期の軒平瓦 P―平瓦Ⅲ2Za「J2苅」群 (20)は 「布ツ」を使用している。ほかの軒平瓦は布袋、

あるいは布の同定は残りの悪さからできない。
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(17。 20)は東地区東半部南北溝、 (16・ 22)は東地区第 6層、(23)は東地区第5層、(14)は東地区

第 3層、 (15。 18)は西地区第 2層、(19)は西地区第 1層 、(21)中央アゼ第 1層 から出土している。

(3)垂木先瓦 (図 3:24,25)

飛鳥期の垂木先瓦 R群が 2点出土 している。

垂木先瓦 R群は素弁 9弁の蓮華紋垂木先瓦で、直径14.8cm、 中房形4.28cm、 中房での厚さ2.3

cmを 測る。外縁はなく、中房に蓮子は付けられない。中房の釘穴は、その直径が1.Ocmの 円孔で、

瓦当面側から焼成前に穿たれている。瓦当裏面には時計回りの回転ナデ調整がかすかに認められる

が、摩減が著しい。側面はナデ調整ののちに、ヘラケズリ調整で裏面側には面取 りを施しているが、

やはり摩減が著しく、その痕跡は明瞭ではない。

(24)は東地区建物基壇、 (25)は西地区西 トレンチ内、ピット堀 り方からの出上である。

(4〉 丸瓦 (図 5。 6)

天平期に所属する玉縁式の九瓦で新たに造瓦器具の痕跡が確認された。それらを中心にそれぞれ

の群ごとに記述する。

玉縁 1 322 Za[Jlb]群 (図 5:26・ 27)

全長が判明した(26)ほか、新たな型木器具痕跡 (26・ 27)が確認された。ともに型木 13⑮を使用

しての製造である (F研究』)。 型木の全長は38.Ocmで 、この型木にも器具痕のあることが判明した。

型木器具痕は四角形の突出痕で、縦3.9cm、 横4.4cmである。器具痕の位置は屈曲点から広端側ヘ

7.Ocmに 上辺がある。使用布袋は「布袋レ玉縁 0」 である。 (26)は東地区第 6層 。第 7層 、 (27)は

東地区東半部南北溝と第 7層からの出上である。

玉縁 1 331 Za[Jlb]群 (図 5:28)

広端部端面にヘラケズリ調整の施されていることが確認された。使用布袋は「布袋ツ玉縁 1」 あ

るいは「布袋ツ玉縁2」 である。東地区第 7層からの出上である。

玉縁 1 332 Za[Jlb]群 (図 6:29・ 30)

『報告書』で、すでに 1種類の型木器具痕跡が確認されているが、今回、別の型木器具痕が新た

に確認された。F報告書』で述べた型木器具痕は、2.Ocm× (8,0+α cm)を測る長方形板状の突出痕で、

玉縁部の上縁から広端側に8.Ocmほ ど下がるところで、なおかつ筒部の屈曲点のすぐ下に付けられ

ていることが分かつていた。今回、長方形板状突出痕と四角形の窪み痕の両方が一つの型木に付け

られていたことと(29)、 さらに四角形の突出痕も確認された(30)。 後者については長方形板状器具

痕があるべき片側縁部が欠損しているため、前者のように長方形板状器具痕と四角形器具痕の両方

が一つの型木に付けられていたかは確実ではないものの、四角形器具痕の位置は両者ともほぼ同じ

位置にあり、前者が窪み痕、後者が突出痕との違いがあるものの、大きさもほぼ同じであることを

併せ考えると、同じ器具 (装置)の時間差の使用による変異の可能性も想定できる。長方形板状器具

痕の取 り付け位置は、側縁部にほぼ沿って、玉縁部の上縁から広端側に8.Ocmほ ど下がるところで、
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なおかつ筒部の屈曲点のすぐ下にあたる。大きさは1.8cm× 16.Ocm測 る。その長方形板状器具痕の片

側縁部から中央に向かって約3.Ocmの位置で、玉縁部の上縁から広端側に11.5cmほ ど下がるところに

四角形窪み痕の上辺が くる。四角形窪み痕の大きさは4.8cm× 4.Ocmを測る。

ところで、F報告書』で紹介した長方形板状器具痕と、新たに確認された長方形板状器具痕は付

けられた位置からみて、異なる型木に付けられた器具痕である可能性が高い。すなわち、F報告書』

にみた器具痕は、側縁部から約5,Ocm中央へ向かったところに付けられているのに対して、新たに

みつかった器具痕は、側縁部に沿って取り付けられているからである。ただし型木の上下での位置

関係はほぼ同じである。この群の瓦を製造するのにきわめて類似した型木が 2種類以上はあったと

考えられる。F研究』では F報告書』で示した器具 (装置)の取り付けた型木を、型木 13(28)(細 )

種としたが、今回、新たにみつかった器具 (装置)の取り付けた型木は型木 13(31)(細 )種 とし

ておく。使用布袋は(29)が「布袋ホ玉縁 0」、(30)が「布袋 卜玉縁 0」 である。

(29)は東地区第 6層、 (30)は東地区中央部南北溝からの出土である。

玉縁 1 333 Za[」 lb]群 (図 6:31)

『研究』で、新たに設定した一群である。そこでも述べたように、玉縁 1332 Za[Jlb]群 とし

てまとめられた中に、筒部屈曲部の位置の違いから別の型木を想定する必要が生じた。型木 13

(30)(糸田)種 としたものである。ここで (31)を例にあげて詳細を記しておく。

(31)は狭端幅14.Ocm、 玉縁幅10,Ocm、 連結部の幅1.2cm、 玉縁長4.8cmを測る。素材は粘土板で、

厚さは1.6cmである。玉縁部を作りつけた瓶形の型木を使う。砲弾形に近い瓶形を呈するため、玉

縁部と筒部の境目はほとんど屈曲部をもたない。玉縁部と筒部にあたる一体の粘土板を巻き付けた

のち、肩部にあたる粘土を張り足して成形する。肩部と凹面屈曲′点高の差は6.4cmで ある。

凹面には、粘土板の重ね日、布目圧痕、布袋の綴じ合わせ痕が残る。粘土板の重ね目は「S型」

である。調整は施さない③ Oである。「布袋」には「布袋夕玉縁 3」 が使用されている。

筒部の凸面は、ナデ調整で叩き目がほとんど消されるが、ナデロの下に縄目叩き [Jlb]を認め

る。玉縁部には横方向のナデ調整を施すことが分かるだけで、叩き目の痕跡は残っていない。

型木をはずしてからの分割は、凹面側から切り込みを入れて、玉縁部側から広端側に、2つ に切

断する。そののちには破面調整は施さない② Oである。

東地区第 7層からの出土である。

(5)平瓦 (図 7～ 10)

平瓦Ⅱ O Bf群 (図 7:32・ 33)

『報告書』の資料では、残存状況が悪かったために大きさが分からなかったが、今回の資料でこ

の群の大きさが全長39.8cm、 広端幅33.8cm以上、狭端幅30.Ocm以上を測ることが半」明した。また、

桶に粘土板を「Z型」で巻き付ける際にしっかりと密着させるための工夫が確認された。重ね目の

下面を指で押さえて波状面を造りだしてから重ね合わせるため、重ね目の下面は波状窪み痕として、

上面は波状突出痕跡として確認できる。

F報告書』では叩き板の傷から「0段階」と「 1段階」を設定したが、 (32)は 0段階、(33)は 1

段階である。ともに使用布袋は「布袋ソ平0」 である。(32)は東地区東半部上層南北溝、(33)は 第
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7層からの出土である。

平瓦ⅡO町 群 (図 7:34)

F報告書』に示したデータから変わるものはない ((『報告書』 :193～ 194頁参照)。 (34)の使用布

袋は「布袋ソ平0」 である。東地区中央部南北溝からの出上である。

平瓦Ⅱ O Bk群 (図 8:35。 36)

全長が約40.5cm、 狭端幅30.5cmを 測ることが新たに分かつた。 (36)には円形の窪み痕と長方形の

窪み痕が確認された。これは桶ⅡO(23)(細 )種とした桶に認められる器具 (装置)の痕跡である。円

形の窪み痕は狭端部中央に、長方形の窪み痕は狭端部から広端部に向かって6.Ocmに上辺が、狽1縁

部から5,Ocmの位置に片側辺がある。使用布袋は(35・ 36)と もに「布袋夕平 0」 である。 (35)は第

6層 と第 7層から、(36)は第 6層からの出土である。

平瓦ⅡO Bm群 (図 10:41)

『報告書』に示したデータから変わるものはない (『報告書』 :195頁参照)。 (41)の使用布袋は

「布袋レ平 0」 である。東地区溝 l上面からの出上である。

平瓦Ⅱ l Jld群 (図 8:37)

『報告書』に示したデータから変わるものはない(F報告書』 :212～ 213買参照)。 (37)の使用布

袋は「布袋レ平0」 である。東地区中央部南北溝からの出上である。

平瓦Ⅲ2J2ac群 (図 9:38)

完形品が出上した。全長33.lcm、 狭端幅26.lcm、 広端幅27.9cmを 測る。素材は粘土板で、厚さは

2.3cmである。 (38)の使用布は「布ウ」である。東地区東半部南北溝と第7層 から出土したものが接

合した。

平瓦Ⅲ2J2aq群 (図 9:39)

『報告書』に示したデータから変わるものはない(219～ 220頁 )。 (39)も やはり手形のような痕跡

が広端部側に認められる。 (39)の使用布は「布ツ」である。東地区第 6層からの出上である。

平瓦Ⅱ O Za〈 i〉 群 (図 9:40)

この瓦は東地区の溝 3に敷かれていた瓦の一枚である。

平瓦のデータは『報告書』に示したデータから変わるものはない ((『報告書』 :223～ 224頁参照)。

(40)の使用布袋は「布袋り平 0」 である。

平瓦Ⅱ O Za〈 iv〉 群 (図 10:42))

平瓦のデータは『報告書』に示したデータから変わるものはない (『報告書』 :225～ 226頁参照)。

ただし、桶に粘土板を「S型」で巻き付ける際にしっかりと密着させるための工夫の痕跡が確認で
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きた。資料は上に重なる部分で、指で押さえて波状面を造りだした下面に対する反映痕であるため

波状突出痕跡として確認できる。 (42)の使用布袋は「布袋 卜平 0」 である。東地区中央部南北溝か

ら出土である。

○容器類 (図 11:1～ ll)

容器類には須恵器、土師器、瓦器、陶器、磁器がある。

須恵器は郭蓋 (1・ 2)、 郭身(3～ 5)、 腺(6)がある。土師器には杯 (7)、 高杯 (8・ 9)、 椀 (10)、

小皿 (11)がある。

(1・ 7'11)は東地区東半部南北溝、 (10)は東地区第7層 と第 6層、(3)は東地区第 6層、(4)

は東地区第6層 と第 5層、(5)は東地区第 5層、 (8)は東地区第 3層、(9)は西地区第 2層、(6)

は西地区第 1層、(2)は西地区狽1溝から出土している。

○輝仏籠型 (図 1l i 14)

富田林市教育委員会の平成 9(1997)年 度調査で出土した蜂仏 (F報告書』図版編 :図版129・ 写

真167-53)の範型である。婢仏は上半身部分の破片であったため全体像が分からなかったが、範

型の出土によつて「如来」の座像であることが半J明 した。(11)

籠型の大きさは、長さ4.lcm、 残存幅4.3cm、 厚さl.3cmを測る。東地区第 7層からの出土である。

○鉄釘 (図 11:12・ 13)

断面方形の鉄釘である。 2点出土している。 (12)は東地区第 4層、(13)は東地区第 6層から出土

している。
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20cm

図 6 丸瓦実測図 2
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図 7 平瓦実測図 1
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図 8 平瓦実測図 2
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図 9 平瓦実測図 3
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SH2006-2

調査地 :緑ケ丘町1604-1

調査面積 :111雨

調査担当者 :青木 昭和

(1)調査の方法

平成17年度調査区に隣接した地点 (第 1調査区)と 、講堂周辺 (第 2調査区)の 2調査区を設け

た。

第 1調査区では、平成17年度調査で検出された瓦敷溝と石組溝の南狽1への延伸状況を確認するた

め、昨年度調査区の一部を再発掘、拡張するとともに、その南接する地点で東西1.5m、 南北5.5m

の トレンチ (約 8∬)を設定した。

第 2調査区は、講堂の東辺および北面から東面回廊への屈曲部が想定される地点にAか らDの各

トレンチを設定した。なお、Aト レンチについては中央に東西方向の上層観察アゼを残し、北をA
l、 南をA2ト レンチとした。Aか らDま での トレンチ面積は計約102ドである。

なお、いずれの調査区も、調査後は真砂上で追構の保護を図った上で埋め戻した。

―- 68300m

0                  2m

① 表土 ② 暗褐色砂質土 (10YR3/3)|こ 、灰白色砂質土 (10YR7/1)、 明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)が混じる。
③ 黄褐色弱粘質土 (10YR5/8)|こ 、灰白色弱粘質土 (10YR7/1)、 にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR6/3)が混じる
④ 灰色弱粘質土 (Hae25Y6/1)に、黄褐色弱粘質土 (10YR5/8)、 浅黄色弱粘質土 (25YR7/4)が 混じる
⑤ 灰責褐色弱粘質土 (10YR6/2)1こ 、明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)が混じる。少量のマンガン質を含む
⑥ 灰白色砂質土 (10YR7/1)と 暗褐色砂質土 (10YR3/4)が 葉層状に混じる
② 灰黄褐色弱粘質土 (10YR6/2)に、褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)がブロック状に混じる
③ 明黄橙色砂質土 (10YR7/6)に、褐灰色砂質土 (10YR6/1)が混じる
③ 灰黄褐色弱粘質土 (10YR4/2)に 、灰白色弱粘質土 (10YR7/1)、 明黄褐色粘質土 (10YR6/8)が混じる
⑩ にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)|こ 、明黄褐色粘質土 (10YR6/8)、 褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)が混じる
⑪ にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)|こ 、灰白色弱粘質土 (10YR7/1)がブロック状に混じる
⑫ にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)にマンガン粒含む
⑬ 灰白色弱粘質土 (10YR7/1)|こ 、明黄橙色弱粘質土 (10YR6/3)、 にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)が混じる
⑭ 灰白色弱粘質土 (10YR7/1)に、にぶい褐色弱粘質土 (10YR5/4)、 橙色粘質土 (10YR6/8)がブロック状に混じる
⑮ 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)に、褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)、 黄橙色粘質土 (10YR7/8)が混じる
⑮ 明黄褐色粘質土 (10YR6/8)1こ 、褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)、 にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR6/4)が混じる
⑫ 灰黄褐色弱粘質土 (10YR6/2)に、明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)、 褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)が混じる
⑬ にぶい責橙色弱粘質土 (10YR7/4)に、明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)がブロック状に混じる
○ 褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)イこ、灰黄褐色弱粘質土 (10YR5/2)、 明黄橙色弱粘質土 (10YR7/6)がブロック状に混じる
⑩ にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)とこ、明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)、 褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)が混じる
⑪ にぶい責橙色弱粘質土 (10YR7/4)に、明黄褐色弱粘質土 (10YR6/8)、 褐灰色弱粘質土 (10YR6/1)がブロック状に混じる
⑫ 灰白色弱粘質土 (10YR7/1)に、にぶい責橙色弱粘質土 (10YR7/3)、 黄橙色粘質土 (10YR7/8)がブロック状 |こ混じる
⑬ にぶい責橙色弱粘質土 (10YR6/4)に、にぶい黄橙色弱粘質土 (10YR7/4)、 責橙色粘質土 (10YR7/8)が混じる23

図12 平成17年度第 2調査区 (18年度再発掘部)北壁面実測図
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A-1ト レンチ

０
∞
一８
３
１

① 盛土および現代の撹乱土
② 旧耕土
③ 旧床土
④ 少量の砂粒を含む褐色粘質土
(75YR4/6)
⑤ 砂粒を含む褐色粘質土 (75YR4/4)
③ 灰白色シルト (10YR8/2)1こ 、にぶい
黄掲色土 (10YR7/4)が混じる
⑦ 黒褐色シルト～細砂 (10YR3/2)
① にぶい黄褐色細砂 (10YR4/3～ 10YR
5/3)

③ 褐色シルト～細砂 (10YR4/4)
⑩ 褐色粘土～シルト (10YR4/4)|こ 少量
のマンガン質を含む
① 褐色シルト (10YR4/4)に 少量のマン
ガン質を含む
⑫ 灰責褐色粘土～シルト (10YR4/2)に
少量のマンガン質を含む
⑬ 褐色シルト (10YR4/4)に 、にぶい責
橙色シルト (10YR6/4)が混じる
⑭ にぶい黄橙色砂 (10YR5/3)|こ 、黄橙
色粘質土 (10YR5/8)が混じる
⑮ にぶい黄橙色砂 (10YR4/3)|こ 、少量
の黄橙色粘質土 (10YR5/8)が混じる

ぱ

⑭ にぶい黄橙色シルト～砂 (10YR7/4)
⑫ 褐色シルト～砂 (75YR4/4)
① にぶい黄橙色砂 (10YR4/3)
⑩ にぶい黄橙色粘土～シルト (10YR4/3)
⑮ 灰黄掲色粘土 (10YR5/2)に 、褐色粘
土 (10YR4/6)が混じる

Dト レンチ

＼
図13 平成18年度第 2調査区 (A

0                    3m

Dト レンチ)平面図

Bト レンチ

P3

溝4

P10  C― 二
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(2)遺橋
○第 1調査区 (図 2)

平成17年度第 2調査区の再発掘では南側にさらに平瓦 2枚分の延伸を確認し、平成18年度 トレン

チ北側壁面でその終端を検出したが、それ以南への延伸は確認できなかった。また石組溝は、再発

掘部で一部石材の散乱が見られたが、遺構としての確認はできなかった。

平成18年度 トレンチでは、南北の中心あたりから南半部にかけて、多量の複数時期にまたがる瓦

類が乱雑に溜まったような状況が見られた。一部には被熟のためか赤変したものも見られる。しか

し、瓦類以外の遺物はごく少量であった。この状況は、昭和34(1959)年に行われた大阪大学の試

掘調査における第 5ト レンチ (今次調査区の南に近接する)の所見に近いものがある。(12)

○第 2調査区 (図 13)

平成18年度第 2調査区では、推定される講堂の東辺付近に、まず南北15m、 東西 4mの トレンチ

(Aト レンチ)を設定し規模、構造等を確認することとした。調査を進める中で当初予想したより

も東にずれてトレンチ北東端近くで瓦の集積が認められたため、東狽1に Bト レンチを設けた。また

北面回廊の東側延長と東面回廊への屈曲部を確認することを目的に、Cト レンチ、Dト レンチを設

定した。

なお、昭和34(1959)年の大阪大学調査における第39ト レンチが調査区内に位置するが、今回の

調査ではその痕跡を見出すことはできなかった。

〔Aト レンチ〕

Alト レンチ北端近くでは、講堂の東辺と考えられる瓦積基壇を検出した。基壇としては約3m
が確認でき、瓦積も約1.5mが遺存していた。これは、想定される伽藍中軸とほぼ並行している。

しかし、基壇の東には厚く埋積した瓦片を主とする遺物層があり、調査のなかでこれを完全に除

去することが躊躇されたため基壇基底部は一部分でのみ確認したが、瓦積の下には石組等は認めら

れず、削りだされた地山上に瓦を積んだような状況である。

基壇に用いられている瓦は、すべて半裁あるいはそれ以上に破裁された平瓦であり、所見できる

範囲では、ほぼ全てが縄目叩きを持つ天平期に属するものと考えられる。この周辺で出土した瓦も、

一部山田寺式や川原寺式のものを含むが、大部分が天平期のものである。

A2ト レンチではこれに対応する遺構は検出できなかったが、 トレンチ東端近くに極めて浅い南
北方向の溝がかすかに遣存しており、先の基壇の延長ライン上に位置することから、講堂に附属す

る雨落溝の可能性も考えられる。

またAlか らA2ト レンチにかけて、南北方向に5つの非常に浅い径l.5～ 2m程度の不整形の
ピット (図 13:P。 1～ 5)が確認できた。埋土は 1層 であり、にぶい黄褐色粘土 (10YR5/4～
10YR7/2)を 主体とする。柱痕は見られないが、基壇と平行して約 3m間隔で並ぶことから礎石据

付跡の可能性も考えられるが、根石等の痕跡は認められない。

さらに、A2ト レンチでは最南部で数条の東西方向に延びる溝を検出しているが、瓦の他に中世

以降の遺物が混入しており、寺院廃絶後のものと考えられる。

なお、講堂の北辺および南辺については今回の調査では確認できなかった。
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図14 講堂基壇部平面図

〔Bト レンチ〕

Aト レンチで検出した基壇は、その南端で90度屈曲しBト レンチに向いて続く。瓦積は認められ

なかったものの、瓦積基壇部と同様に破砕された平瓦や鬼瓦を含む多量の瓦の堆積を認めた。

これは、講堂東辺からこれに接続する北面回廊の基壇部であると考えられる。

〔Dト レンチ〕

Dト レンチでは、その西側 3分の 2ほ ど (講堂と東面回廊間の一部に相当する)において、ほぼ

一面に薄い瓦の堆積を認めた。しかし東狽1は住宅建設に伴う撹乱などにより失われており、存在を

確認することはできなかった。

ここで見られる瓦は、少量の丸瓦を含むが大半が平瓦であり、ほぼすべてが凸面を上にしており、

あたかも人為的に敷かれたような様相を呈している。これらの瓦の所属時期は飛鳥期から天平期ま

で長期にまたがるが、その大半は天平期に属するものである。

また、Aト レンチからDト レンチにかけて横断する撹乱 (現代の水路跡)では、講堂内外の地山

および整地の状況が一部確認できた。(図 15)
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調査区の西部端では床土の直下が地山であり、そこから東に向かって地山上に灰白色のシルト層

が確認できる。講堂基壇の構造がすべて明確となったわけではないが、少なくとも掘 り込み地業な

どの造成工事は行われず、基壇底部は比較的堅回な地山層をそのまま利用したと考えられる。

一方、雨落溝と考えられる溝 (図 13:溝 1、 図15:⑬ )の東側では、軟弱であるが造成の痕跡が

伺える。この造成の上に黄褐色を主体とする土壌 (瓦片を含む)で整地が行なわれ、前述の瓦敷は

この整地土最上面に敷かれている。

A

~~68100m

0                        3m

① 盛土   ② 旧耕土   ③旧床土
⑥ 灰白色シルト (10YR8/2)イこ、にぶい黄褐色土 (10YR7/4)が混じる
⑪ にぶい黄褐色シルト～細砂 (10YR5/4)に 少量のマンガン質を含む
⑫ 黄褐色粘土～シルト (10YR5/6)に 、褐色シルト (loYR4/4)、 灰黄褐色粘土～シルト (10YR6/2)が混じる
⑬ 黄橙色シルト (10YR7/8)に 、明黄褐色シルト (10YR6/6)が少量混じる
② 黄橙色粘土～シルト (loYR7/8)1こ 、黄褐色粘土～シルト (10YR5/6)が混じる
の 明黄褐色シルト (10YR6/8)|こ 、にぶい黄橙色シルト～細砂 (10YR7/4)が混じる
⑮ にぶい黄橙色シルト (10YR6/3)|こ 、褐色粘土～シルト (10YR4/6)が混じる。粗砂少量含む
の にぶい黄褐色粘土～シルト (10YR5/4)イこ、黄褐色シルト (10YR5/6)が混じる。少量のカーボン質含む
の にぶい黄橙色シルト～砂 (10YR6/3)に 、褐色シルト (10YR4/6)が少量混じる
の 灰黄褐色粘土～シルト (10YR5/2)|こ 、明黄褐色シルト (10YR6/6)が混じる。少量のカーボン質、マンガン質含む
⑩ 明褐色粘土～シルト (75YR5/8)
⑪ 硬くしまった黄橙色砂 (10YR5/8)に 明黄褐色シルト～砂 (10YR7/6)が混じる

図15 A～ Dト レンチ断面図

〔Cト レンチ〕

Cト レンチでは、床上下に石組み列を検出したが、このなかに破損した茶臼が転用されていた。

また、その下からは、多量の瓦片に混じって古代から近現代までの遺物が出上した。

最下層では東西方向の溝を認めたが、B・ Dト レンチの遺構検出面と比較して約75cm下部に位置

していることから、寺院廃絶後の比較的早い時期に水田として造成され現代まで続く耕地であった

ことが伺える。

(3)遺物
遺物は瓦類、須恵器、土師器、瓦質土器、陶磁器等があり、取り上げた時点での総量は遺物整理

箱で約70箱であった。

現地調査が18年 12月 末をもって終了したばかりでいまだ整理途中であるため、今年度報告のなか

でその詳細は報告することができないが、その一部を写真図版に掲載した。 (図版10)

後日機会を得て報告する予定である。
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①

②
盛土および現代の撹乱土

責灰色シルト～極細砂 (25Y6/1)に 、にぶい黄褐色シルト
～極細砂 (25Y6/3)、 褐灰色シルト～極細砂 (10YR5/1)が
混じる
黄褐色シルト～極細砂 (10YR5/8)に 、責灰色シルト～極細
砂 (25Y6/1)が 混じる
褐灰色シルト～極細砂 (10YR6/1)。 瓦片多く含む

灰色粘質土～汁と (5Y5/1)に 、オリーブ灰色粘質土～シル

ト (25GY5/1)が 混じる
黄褐色シルト～極細砂 (10YR5/6)に 、褐灰色シルト～極細
砂 (10YR6/1)が混じる
褐灰色シルト～極細砂 (10YR6/1)に 、明黄褐色シルト～極
細砂 (10YR6/8)が少量混じる。やや粘性あり
やや粘質の明黄褐色細砂 (10YR6/6)
灰色粘土～シルト (5Y5/1)|こ 、褐色シルト (10YR76)少量
混じる。やや粘性あり
褐灰色極細砂 (10YR6/1)に 、明黄褐色極細砂 (10YR6/8)
が混じる

褐色シルト～極細砂 (10YR4/6)に 、灰色シルト～極細砂
(5Y5/1)が混じる
黒褐色シルト (25YR3/1)
黄灰色シルト (25YR5/1)
責灰色シルト (25YR4/1)
黄褐色シルト～極細砂 (10YR5/8)|こ 、褐色ンルト～極細砂

(10YR6/1)が混じる。やや粘性あり
やや粘質の褐色シルト～極細砂 (10YR4/4)
やや粘質の黄灰色シルト～極細砂 (25Y5/1)
灰色シルト (5Y5/1)に 、褐色シルトから極細砂 (10YR4/6)
が混じる
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図16 Cト レンチ平面図

4.まとめ
新堂廃寺は飛鳥期に創建され、中門から一直線上に塔、金堂、講堂が並び、中門から東西に派生

する回廊が伽藍を一巡して講堂に取り付く、摂津四天王寺と同一の伽藍配置として認識されてきた。

しかし、白鳳期には塔の基壇崩壊を伴うほどの大規模な損傷があり、これまでの調査から「山田

寺式J期に塔が再建され、「ナH原寺式J期 に金堂の再建と西方建物の建設、天平期に中門の建て替

えとやや遅れて南門の建設が行われたと考えている。さらに西方建物は、南門の完成するころ南北

規模を縮小して建て替えられ、同時期に東方建物が建設されたと考えられている。

平成17年度調査で検出した建物や溝は、当初は東方建物および東面回廊に伴う雨落溝と考えた。

特に石敷溝 (溝 2)と瓦敷溝 (溝 3)に は明らかな時期差がみられることや、溝 1と 溝2と のレベ

ル差から、東方建物の建設とそれに伴う東面回廊の改修に伴うものとしてきた。(13)

しかし、溝 2お よび溝 3は伽藍中軸方向から約10度西偏しており、これが東面回廊に伴うもので

あるなら、その延長は平成18年度調査で確認した講堂東辺に限りなく近づくことから、その後開催

した新堂廃寺等整備委員会においても伽藍構造上無理が生じることが指摘されている。

これまでに各地で実施された古代寺院の調査結果からは、地形上の制約等により伽藍は必ずしも

正しく方形を呈するとは限らないものの、この遺構が東方建物や東面回廊に伴うものであるとは現

段階では言い切れないとして、従前の見解を修正することとしたい。

この 2年間の調査においても伽藍東部が後世の水田造成で大きく削平を受けていることを確認し

た。非常に困難を伴うであろうが、今後も東方建物や東面回廊の規模、構造を知るための調査が必

要である。なお、今回の調査成果が東方建物や東面回廊の存在自体を否定するものではない。
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一方、平成18年度調査では、新たに寺院の規模や構造の一端を知ることができた。

塔、金堂、講堂が直線上に並び、金堂、講堂間に回廊が廻る大和山田寺のような伽藍配置も広義

では四天王寺式とされる場合があるが、今回の調査で講堂とこれに取り付く形での回廊の存在が確

認されたことは、これまで四天王寺式と考えられていた伽藍配置を確定することとなった。

これまで講堂は、昭和35(1960)年 調査で検出された建物南辺および西辺と考えられる遺構

(14)か ら、伽藍中軸で反転させた東西約24mの大きさであると推定されていた。しかし、今回調査

で講堂は瓦積基壇であったことが明らかであり、昭和35年調査の追構とは明らかにその構造が異な

るものであることから、少なくとも天平期における講堂基壇は、瓦積部から伽藍中軸で反転させた

規模である約28mの東西長であつたと考えることができる。 (図 17:破線部)

しかし、今次調査区内で南北長を確認することはできなかった。

基壇に用いられた瓦は、その大半が天平期に属することは既に述べた。しかし、講堂が倉1建当初

から存在し、天平期に基壇外装まで改変するほどの大きな修復があったのか、あるいは創建時には

講堂が存在せず相当遅れて天平期になってから建設されたものかは、今回の調査では明らかにでき

なかった。

今回検出した講堂の基壇外装は瓦のみを平積みし構成されていた。昭和35年の調査において、西

方建物が同様の瓦積基壇であったことも知られている。その一方、塔、金堂では、基壇端にわずか

に残された玉石列がその上面を平坦になるよう配列されており、これが乱石積であるならば非常に

不安定な状況になることから、地覆に玉石を用いた瓦積であったのではないかと想定した。(15)

これら塔、金堂の基壇と、講堂、西方建物の基壇における外見上の形式差が、寺院造営の流れの

なかで建設時期の違いに起因するのか、建物の性格や重要性による格差であったのかは、今後の検

討事項である。

基壇と平行する不整形のピット列は、これまで知られている古代寺院の礎石やその据付痕と比較

しても相応しい規模であるが、基壇端までの距離があまりないという点からこれを講堂建物に関連

させることへの疑問もある。いずれにせよ、講堂および回廊の上部構造とも相まって検討を要する

事項であり、今後、回廊も含めた広範囲での調査が必要であろう。

今次調査で検出した講堂の東側に敷かれた瓦敷は、平成12(2002)年 度調査で塔北狽1において検

出した瓦敷遣構に類似した様相を呈していた。前者については、塔、金堂間に敷かれた参道のよう

な機能を想定したが、今回の瓦敷遺構はその位置から参道とは考え難い。窪地等の足元を確保する

ため一部に敷かれたものか、建物の周囲一面に敷かれたものかは、狭範なトレンチ調査では判断で

きないが、これについても今後の調査成果に期待したい。
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図17 想定伽藍および近年の調査 トレンチ位置図
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(1)申請のあと年度が変わつてから発掘を行なう場合等があり、受理件数と調査件数の計は一致しない。表中に

は国庫補助対象以外の調査を含む。

(2)F中野遺跡Ⅲ』富田林市教育委員会1982年

(3)「大阪府富田林市錦織出土の縄文土器」渡辺誠 (『古代文化 第23巻第3号』古代学協会)1971年
(4)F平成 7年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会1996年  ほか
(5)『河内における古墳の調査』大阪大学国史研究室1964年

(6)『廿山南古墳』富田林市遺跡調査会2003年

(7)『新堂廃寺跡・オガンジ池瓦窯・お亀石古墳』富田林市教育委員会2003年

(8)F河内新堂廃寺』大阪大学国史研究室1960年

『河内新堂・鳥含寺跡の調査』大阪府教育委員会1961年

(9)F新堂廃寺発掘調査概要』大阪府教育委員会1996年

『新堂廃寺発掘調査概要Ⅱ』大阪府教育委員会1997年

F新堂廃寺発掘調査概要Ⅲ』大阪府教育委員会1999年

『新堂廃寺』大阪府教育委員会2000年

F平成10年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会1999年

『平成11年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会2000年

F平成12年度富田林市内遺跡群発掘調査概要』富田林市教育委員会2001年

『新堂廃寺跡 。オガンジ池瓦窯跡・お亀石古墳』富田林市教育委員会2003年

また、これらの成果とさらなる分析をもとに、栗田薫が「新堂廃寺 。オガンジ池瓦窯出土瓦の研究」 (『大阪

府富田林市所在 新堂廃寺・オガンジ池瓦窯出土瓦の研究』(京都大学総合博物館2005年)所収)を まとめ
ている。

(10)こ れらの平瓦は遺構の一部を構成するものと考え一部を除き現状保存した。そのため、法量は現地で採寸し

たものでる。

(11)蜂仏が「如来」を像したものであることは、大阪大谷大学教授の吉原忠雄先生のご教示による。

(12)『河内新堂廃寺』(前掲(8))表中に「瓦層は2層。上層は地表に露出し、V・ Ⅵ式軒九瓦、重弧文・唐草

文軒平瓦、瓦器。下層はI式軒丸瓦極めて多量。 H・ Ⅲ式瓦、鴫尾片も大部分赤変している。中央に瓦片と

石塊の堆積が存在した。旧地表高11.27m。」とある。

(13)「史跡新堂廃寺跡発掘調査現地説明会資料」富田林市教育委員会2006年

(14)『河内新堂・鳥含寺跡の調査』(前掲 (8))に おいて「中央建物北方の北一四・五米に高さ二五糎の土壇が

認められた。その南辺と西辺の土壇の肩にかすかな凝灰岩据付痕跡が認められ、ここに一宇の建物があつた

ことが知られた。」と幸R告されている。

(15)前掲(7)
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ふ り が な

所収遺跡 名

ふ り が な

所 在 地

コー ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

しんどうはい じ あと

新堂廃寺跡

富 田 林 市

緑 ケ 丘 町

1064-1

27214 17

４

　

０

　

６

つ
０
　
　
つ
０
　
　
つ
０

135°

36′

3〃

2006.1.16

2006.3,31

130nド

史跡整備

計画策定

のための

確認調査
2006.9.11

2006.12.21

11lnF

所 収 遺 跡 名 種   別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

新堂廃寺跡 寺院跡 飛鳥時代～中世
瓦積基壇、溝、

土坑、ピット等

土師器、須恵

器、埠仏範型、

瓦器、瓦類

講堂 とこれに取

り付 く形の北面

回廊基壇 を検出

した。講堂基壇

は天平期 に属す

る瓦 を用いた瓦

積基壇であった。

報 告 書 抄 録
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図版 1

平成17年度第 1調査区西半部 (南から)

平成17年度第 1調査区西半部 (北から)



群酔 t
11華名

図版 2

溝 2(石組溝)および溝 3(瓦敷溝)(南から)

幾

平成17年度第 1調査区東半部 (北から)



平成18年度第 ]調査区 (北から)

平成18年度第 1調査区瓦溜 (南から)
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図版 4

平成]8年度第 2調査区A・ Bトレンチ (北から)

平成18年度第 2調査区Dト レンチ (北東から)



講堂瓦積基壇 (北東から)

講堂瓦積基壇 (南東から)
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北画回廊基壇 (北から)

Bト レンチ鬼瓦出土状況 (西から)

―
―
―
Ｉ
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図版 7

Dト レンチ瓦敷遺構 (北西から)

平成18年度第 2調査区Cト レンチ (北から)



図版 8

平成]7年度調査出土遺物 (軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦)



図版 9

平成17年度調査出土遺物 (軒丸瓦、垂木先瓦)

平成17年度調査出土遺物 (蜂仏箔型 :右 |よ平成 9年度調査出土FTA)



図版10

左 :平成17年度調査出土遺物 (須恵器、土師器) 右 :平成18年度調査出土遺物 (鬼瓦)

平成18年度調査出土遺物 (容器類、その他の遺物)
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